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柳田泉「矢野龍渓『浮城物語』についてJ 2)，越智治雄 If浮城物語」とその周囲J 3) If浮城
物語』から『海底軍艦JまでJ Oなどは，この小説を読むにあたって示唆するところ，まこと










十六日のちょうどその翌日， r読売新聞』 の 「文学 上の主筆J cr読売新聞』 明治二 卜二年十一月























































「報知新聞にてJ r女皐雑誌にで も 」 は， 文脈か ら も 明 ら かで はあ り ， ま た 『迫遥選集』 別冊
第三巻に収めるさい「報知新聞がJ r女皐雑誌が」 と 改めてあ る よ う に ， 迫遥がそ の紙上で論
じたことを言うのではな l 'o具体的に誰のどの論説を指すのかは特定しがたいが，矢野龍撲や
厳本善治ら，小説の通俗・教化の役割を重視する啓蒙家の議論を念頭に置いていることは間違




家のそれと何ら変わるところがなし」美術としての小説の価値は， I純然、た る 文皐的小説」 で











































































その手紙に書かれた内容そのものがまるで小説のようだ，とした上で， r繁を苅 り 冗を去て更
に修飾を加」えたと言う。ちょうど「セルキルク己が患難を経たりし事を書記し……夕、、ニール




















もそも彼の小説著作の出発点は， I賓事中ニ於テ少シ ク 潤飾 ヲ 施J (矢野龍渓「型経国美談自



















































前にも， I汝曹J (第八回)や「海鎮J (第九回)など純粋に読みを示すとは言いがたいものも
あり，事実，読みを示す総ルビに全篇を改める『繭浮城物語j (明治三十九年一月)にあたれ
なんじらかいちんもへあがる
















































































































































人 文 $ 幸日
2 月13 日 第二十九回モルヒ子期l 左・読/司II 。
2 月14 日 第三十回循環 左・読/訓 。
2 月15 日 第三十一回盛事 左・読/副Ii 。
2 月16 日 第三十二回クロコダイル 左・読/副Ii 。
2 月17 日 第三十三回伍長 左・読/副Ii 。
2 月18 日 第三十四回大患 左・読/司Ii 。(図鑑)
2 月19 日 第三十五回散兵 左・読/訓 。
2 月20 日 第十 回 大臥帆穴帆布 左・読/副Ii 。
2 月21 日 第三十七回 左・読/司Ii o(図鑑)
2 月22 日 第三十八回紀行 左・読/訓 。(図鑑)
2 月23 日 第三十八[ママ]回出船 左・読/訓| 。
2 月24 日 第四十回臆接 左・読/訓| ﾗ
2 月25 日 第四十一回領事 左・読/副Ii 。
2 月26 日 第四十二図書翰 左・読/古" ﾗ
2 月27 日 第四十三回返翰 左・読/訓 ﾗ
2 月28 日 第四十四回五砲艦 左・読/司" ﾗ
3 月1 日 第四十五回雪白艦、大に蛇波洋に戦ふ 左・読/司Ii 。(海戦第 J図)
3 月2 日 第四十六回酎戟 左・読/副Ii 。(海戦第二図)
3 月3 日 第四十七回提督、連破す二戟艦 左・読/訓| ﾗ
3 月4 日 第四十八回ウェルコム湾 左・読/訓 ﾗ
3 月5 日 第四十九回日本男子の本分 左・読/副Ii ﾗ
3 月6 日 第五十回謁見 左・読/副Ii 。
3 月7 日 第五十一回鉄道線 左・読/副I[ ﾗ
3 月8 日 第五十二団地雷函 左・読/訓 ﾗ
3 月9 日 第五十三図書帝都 左・読/副" ﾗ
3 月10 日 第五十四回騎象天満宮 左・読/訓 。
3 月11 日 第五十五回旅園長 左・読/訓 ﾗ
3 月12 日 第五十六回接戦 左・読/副Ii o(地図)
3 月13 日 第五十七回鎮室、三路に大兵を出たす 左・読/副Ii O(地図)
3 月14 日 第五十八回象生、檎瞳 左・読/副Ii 。
3 月15 日 第五十九回 左・読/副Ii ﾗ
3 月16 日 第六十回雨雄、管裏に死戟を決す 左・読/副Ii 。
3 月17 日 第六十一回由柴披前に大兵を戦はしむ 左・読/訓 ﾗ
3 月18 日 第六十二回ルタン新聞の通信者 左・読/副Ii ﾗ





















蟹部の肖像なりJ，第三十八回は「瑚珠樹ニ賓ヲ結ブ圃J r セ レ ベ ス特産戴角野猪 ノ 圃J ， 第
































と決したり J cr浮城物語立案の始末J) と漢語を多用した「報知異聞」の行文は， 広く読者を
求める小説としてはいささか難渋であったし，単に読み仮名を振るだけでは不十分な場合もあっ
たであろうことは，容易に想像できる。「一撃粉璽」に「ひとうちにみじんJ C第二十一回 ) ,
「面色結紅」に「かおのいろあかく J C第四十回) な ど， あたかも中国白話小説の施訓のごとき，
伝統的とさえ言える例や， r主簿諜官」 に 「 し ょ き 、 つ う べん J C第 二 十一回) , 「新版園」に
「あたらしきれうち J C第二十三回) な ど， より耳慣れた漢語の読みを示して意味を悟らせる，
明治の新聞に似つかわしい例など， そのルビの振り方は自由自在，挿図と同じく， よく通俗と
啓蒙とを兼ね備えていると言えるだろう。そしてまた， r豪宕拓落 と滑稽笑謹を主 と し て 」 編






「にげるのかJ rに げる で はな いJ rに げ る のだJ ， 会話 も し く は内言に振 ら れ る ル ビ は ， ほと
んど話し手の口から出たような色彩をおび， それがまたおかしみを増しているのが見て取れる。
漢文戯作の世界がそのままここに接続されているのである。 しかも漢文戯作が文人たちのペダ








































「悌語、英語、濁語」も「ーと通りの用を耕し得J， 1算術」 は 「殊に暗む」 こ と を確か め た の
ち， 1然 ら は新聞体の文章は如何ん」 と作良は質す。 「不文な る癖に小説体の作文を好み折々 は
地方新聞に投書いたしたることも候先つ日記を書する位は出来申すへし」との答えに作良は
「甚た好し」と応じる o 1今 日 の 世中 は一寸 と せ し談話ま で も漢語 ク ズ シ新聞体の語調を用 る の
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でずJ cr浮城物語立案の始末J) と い う 清太郎の視線は， 読者に と っ て ご く 簡単 に そ の フ レ ー
ムを確定することの出来る視角であった。「書記兼謬官」たる清太郎は読者に対して何の秘密
も有していないし，読者は安心して彼の「報告」を聞くことができるのだ。








潜む緊張関係が，物語の意味構造を支える決定的に重要な局面をなしている J 1 2)のならば， r雨














良義文や立花勝武と名前を変えていても， r経国美談』 と 『報知異聞』 と ， そ の人物設定の方
法にさしたる変動のないことにいやでも気づかざるを得ない。また，作良といい立花といい，















「第十九世紀の水説侍J 16)と評したごとく， r浮城物語』 は明治の読本な のだか ら 。
土井清太郎はと言えば，ひたすら勇猛ではあるが読者の笑いを誘うほどに滑稽なメルロー，
あるいは張飛や武松に代わって， I主簿兼諜官」 と し て登場 し ， I常情の人」 なれば こ そ の滑稽
さを演じて読者の笑いを得ょうというのだ。「主簿兼書官」であること， I常情の人」 であ る こ
と，いずれも明治の新聞読者にとって身近な，あるいは自分自身であるかもしれない存在であっ
た。立身出世を求めて上京する書生たちのひとつの典型でもあろう。 だがその存在が典型であ
るがゆえに， I 臼叙体J に よ っ て語 ら れ る こ と ばは， そ の役割を出 る こ と はな L、。まず「常情




























だが. r報知異聞」 は擦跨 し な い。 無頓着に 「記者日 く 以上作良氏の述へ し土地産物の僚 は
せっ
モーレイ氏の商業地理書の説に同し又風俗の僚はブラウン氏の世界風俗志に同しJ (第十三[ゆ














































意味で， I啓蒙家の文学J (越智治雄)を新聞小説に囲い込もうとしたのであり， I新聞紙の小
























自身としてはいささか不本意な系譜の祖として， I純然た る文事的小説」 の外 に座を与え ら れ





2) r政治小説研究』 下巻 (明治文学研究 第十巻， 1968 ， 春秋社) 所収。 なお同氏の 『海洋文学 と
南進思想 j (ラジオ新書 94， 1942 ， 日 本放送出版協会) も ， r浮城物語」 につ いて多 く を教え る 。
3) r近代文学成立期の研究j (1984 ， 岩波書店) 所収。 初出は 『近代文学の検討j (論集「文学史」
第一輯， 1962 ， 白帝社) 0 r矢野龍渓集j (明治文学全集第十五巻， 1970 ， 筑摩書房) に も収め る 。

















7) r報知七十年j (1 941，報知新聞社)による O但し桜痴の非難を「浮城物語 Jの連載時であるとす
るのには従わない。
8) r国民新聞」 同六月二十八 日 七月二日 に も掲載さ れたが， 字句にい さ さ かの異同があ る 。 こ こ
では『郵便報知新聞』を底本にした。
9)これについては藤田淑禎「森田思軒の出発一一『嘉域通信報知叢談」試論一一J (r園語と園文皐』
1972 .4) や小森陽一 「 く記述〉 す る 「実境」 中継者の一人称J (r構造と し ての語 り j ， 1988 ， 新曜
杜)に詳らかである O
10) 拙論 「 く小説〉 の冒険一一一政治小説と そ の華訳をめ ぐ っ てJ (r人文学報j 69, 1991.12)
11) I幾匝に も仕切 り あ り J (第十八回)の「幾匝」に右ルビ「コンパートメント J，左ルビ I ~ \くっ」
と振るように，例外がないわけではないが，これとても，右ルビが読みを示しているわけではなし、
12) F. シ ュ タ ン ツ ェ ル (前田彰一訳) r物語の構造j (1 989，岩波書店)第百章




15) r古来理想の幸幅園の種類J cr 龍渓矢野先生講話 社曾主義全集J 1903 ， 現代社)
16) r臨浮城物語』 序文
17) 明治二十年代にお け る 自叙体への関心のあ り よ う につ いて は， こ の思軒の文の細かな分析 も含め
て，前掲「構造としての語り」に収める諸論文に詳し t ) 。
18) rr 浮城物語」 を讃むJ C明治二三年五月八 日 ， r国民新聞J)
19) r報知異聞 (矢野龍渓氏著) J cr 国民之友』 明治二三年四月三日 )
20) 注目に同 じ 。
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